








はじめに

子育て支援を充実させるための諸施策が実施されようとしている。誠に結構なことである

が、子育て支援の充実は、ともすれば、子育てを支援施設に依存してしまう母親をつくり

やすい。それを防ぐのは「母性」である。また、若年女性の人工妊娠中絶が増加している

という。これを防ぐのも生命の尊さ、母となることの感激と重大さの認識であろう。生命

のかたまりのような赤ちゃんに中高生が接することによってこれらの認識を新たにするこ

とができれば、これらの問題はかなり解決するように思われる。思春期体験学習のねらい

はこのあたりにある。すでにかなりな場所でこの体験学習が行われている。その時の生徒

の反応や感想文から所期の目的はかなり達成されているようであるが、より科学的な立証

が望まれる訳である。この研究班が構成された目的はここにある。

本研究は赤ちゃんとのふれあい体験が中学生の育児、赤ちゃん、親、などの意識にいかな

る変容を及ぼすか、また体験学習が長期に影響をもつものかといった点をアンケート調査

で検討したものである。


